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にも時々幼⽣が多く⾒られ、10月には幼⽣が
非常に少なくなることが明らかとなりました。
同じ調査を⾏った万⽯浦でも同様の傾向が確認
されています。また、幼⽣の密度は、東京湾や
三河湾などのアサリの巨⼤産地にも劣らず、松
島湾と万⽯浦のアサリ幼⽣の出現状況は非常に
良好であることが分かりました。

宮城県のアサリは東⽇本⼤震災による地盤沈
下と津波により⼤きな被害を受けましたが、震
災以前よりアサリ漁獲量の減少が続いていまし
た。アサリ漁業の復興のためには、豊富な幼⽣
量を効率的にアサリ⽣産に結び付けることが重
要であると考えられます。

今後は、海の流れによる幼⽣の移動プロセス
や稚貝の⽣き残りの状況を明らかにし、海の⽣
産⼒を活かしたアサリ⽣産の仕組みづくりを目
指していきます。
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アサリ幼生の出現状況を捉える
－松島湾・万⽯浦のアサリ資源の復活へ向けて－

①アサリ幼生の出現状況を捉える－松島湾・万⽯浦のアサリ資源の復活へ向けて－
②水中グライダーで海洋内部の生産構造を調べる

みなさんはアサリの子供（幼⽣）がどこにい
るのかご存知ですか？⽣まれたばかりのアサリ
はプランクトンとして海中を浮遊する⽣活を送
り、図1のように、トロコフォア幼⽣、D型幼
⽣、アンボ期幼⽣、フルグロウン期幼⽣と成⻑
しながら、2〜3週間後に海底に沈んで親と同
じ形の稚貝になります。浮遊幼⽣の⽣き残りや、
海の流れによってどこに辿り着くかは、干潟の
アサリの増減にとって非常に重要です。

アサリの幼⽣は一般にプランクトンネットで
採集しますが、顕微鏡で観察するだけでは同時
に採集される他の二枚貝の幼⽣と区別すること
は困難です。そこで、アサリ幼⽣にだけ反応す
る抗体と蛍光色素を使い、アサリ幼⽣に色をつ
けることで幼⽣を識別します（写真）。

図2は、この方法を用いて松島湾でアサリ幼
⽣調査を⾏った結果です。6月から幼⽣が出始
め、7月中旬から8月初旬が出現のピーク、9月

（特任部⻑室付研究等支援職員 阿部 博和）
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図1 アサリの⽣活史
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写真 面盤を蛍光染色したアサリ幼⽣

図2 松島湾における2012年〜2014年のアサリ幼⽣の出現状況
（幼⽣密度は湾内3地点の平均）
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注）本内容は水産庁補助事業「漁場⽣産⼒向上対策事業」の成果
の一部です
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水中グライダーで海洋内部の生産構造を調べる

⽔中グライダーは浮⼒と進路を制御して浮
上・潜⾏（海面〜⽔深約1000m）を繰返し、
空を⾶⾏するグライダーのように⽔中を進みな
がら、無人で⽔温、塩分、酸素濃度、クロロ
フィルa濃度等を観測する最新の海洋測器です。
この⽔中グライダーによる観測により、これま
で調べることが難しかった海洋内部における植
物プランクトン分布を細かい間隔（約2km)で
調べました。その結果、数キロ規模の海洋内部
の物理的な構造の変化によって、⽔深50m付近
の植物プランクトンの生産が影響を受けている
ことが分かりました。

植物プランクトンは⽔産資源を支える重要な
最初の生産（一次生産）を担っています。つま
り、植物プランクトンの増減に影響を与える要
素の特性を理解すれば、⽔産資源の変動に与え
る影響を検討することができます。植物プラン
クトンは光合成を⾏う生物で、⽔温や窒素など
栄養塩濃度、光の強さ等の影響を受けて増減し
ます。東北海域では4月頃に植物プランクトン

人工衛星は広域にChl.a濃度分布を捉えることが
できますが、雲域は欠測（図の空白域）になる
こと、海面のみの情報に限られる等の欠点があ
ります。次に、海の中のChl.a濃度を⽔中グライ
ダーで観測した結果を⾒ると、⽔深50m付近に
高いChl.a濃度（>0.5 mg m-3）域が認められ
ました（図2）。また、海⽔密度（⽔中グライ
ダーによる測定値から計算）が凸状に上昇して
いる場所でChl.a濃度が特に高くなり、植物プラ
ンクトンの生産性が向上していることが分かり
ました。この現象は、海洋の物理構造の変化が
起き、深いところから、海面から光が届く比較
的浅い⽔深に栄養塩が多く供給され、その結果、
栄養と光を得て植物プランクトンの成⻑が促進
されたことによるものと考えられます。
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ます。東北海域では4月頃に植物プランクトン
が大増殖する現象が起きます。その後、夏季は
生産量が減少し、特に海面の植物プランクトン
の量は少なくなります。

図1は植物プランクトン量の指標となるクロ
ロフィルa（Chl.a）濃度の分布を人工衛星で捉
えた結果です。夏季の海面は低いChl.a濃度
（<0.5 mg m-3）を示す海域がほとんどです。

このように、⽔中グライダーによる観測に
よって、数キロ規模の物理的な構造の変化が海
洋内部の一次生産に大きく影響を与えているこ
とが分かりました。今後、海洋内部の生産構造
が魚類生産に与えている影響について、明らか
にしていくことが重要になると思います。

図1 人工衛星観測(MODIS-Aqua)による海面のクロロフィルa
濃度（2014年7月下旬）と⽔中グライダーの観測イメージ
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図2 ⽔中グライダーで観測した海洋内部のクロロフィルa濃度
の分布（観測場所は図１に記載）。
⿊線は海⽔の密度分布を示し（深い場所ほど密度が高い）、
⻩⾊⽮印は密度分布が凸構造でChl.a濃度が⾼い場所を示す。

凸構造は重たい海水が上層に持ち上がっている状態 
黒線は海水の密度（単位体積あたりの質量）の分布を示す 

一般的に夏季の栄養塩濃度は海面付近で低く、水深の深い

所では高くなる 
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（資源海洋部海洋動態グループ ⽔中グライダー観測チーム）

注）本内容は「我が国周辺⽔域資源評価等推進委託事業」の成果
の一部です


